
田
村
地
区
の
皆
様
こ
ん
に
ち
は
。

9
月
以
降
も

残
暑
の
厳
し
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
夏
も

田
村
ゆ
う
ゆ
う
の
里
の
畑
で
は
、
茄
子
や
ピ
ー
マ

ン
、
キ
ュ
ウ
リ
、
プ
チ
ト
マ
ト
、
オ
ク
ラ
な
ど
の

夏
野
菜
が
収
穫
で
き
、
旬
の
食
材
を
食
べ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
た
だ
、
日
照
り
が
続

い
た
影
響
な
の
か
黒
豆
が
不
作
で
、
例
年
楽
し
み

に
し
て
い
る
黒
豆
ご
飯
が
食
卓
に
出
せ
る
か
心
配

で
す
。 

さ
て
、
今
月
は
“
敬
老
の
日
”
に
ち
な
ん
で
、
敬

老
祝
賀
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
田
村
特
製
松
花
堂

弁
当
は
、
祝
い
膳
に
ふ
さ
わ
し
く
、
赤
飯
や
天
ぷ

ら
の
盛
り
合
わ
せ
、
炊
き
も
の
、
葡
萄
が
彩
り
よ

く
盛
り
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
職
員
で
も
お

腹
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
ほ
ど
の
量
で
し
た
が
、
ゆ

っ
く
り
と
時
間
を
か
け
て
多
く
の
ご
利
用
者
が
完

食
さ
れ
ま
し
た
。 

午
後
に
は
、
職
員
に
よ
る
寸
劇
『
サ
ザ
エ
さ
ん
』

を
披
露
し
、
日
々
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
覚
え

て
い
た
だ
い
た
サ
ザ
エ
さ
ん
体
操
を
一
緒
に
行
い

ま
し
た
。
仮
装
し
た
職
員
の
姿
や
演
技
に
場
も
盛

り
上
が
り
、
拍
手
や
笑
顔
が
多
く
見
ら
れ
た
一
日

と
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
方

が

3
名
、
卒
寿
が

1
名
、
白
寿
が

3
名
お
ら
れ
、

全
員
で
長
寿
を
お
祝
い
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
う
し
て
、
皆
で
こ
れ
ま
で
の
人
生
を
寿
ぎ
、

こ
れ
か
ら
の
健
康
を
願
う
時
間
を
共
有
で
き
る
こ

と
は
、
嬉
し
い
も
の
で
す
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

っ
て
く
る
中
で
、
予
算
の
こ
と
も
あ

り
、
田
村
地
区
か
ら
の
要
望
の
多
く

も
早
期
実
現
は
難
し
い
で
す
が
、
要

望
活
動
は
今
後
も
継
続
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
特
に
道
路

の
拡
幅
な
ど
は
地
主
等
地
元
の
協
力

が
不
可
欠
と
な
る
の
で
、
要
望
実
現

に
向
け
て
進
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、

行
政
に
一
方
的
に
要
望
す
る
だ
け
で

な
く
、
地
元
も
協
力
で
き
る
こ
と
は

協
力
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
わ
れ

ま
す
。 

 

かぶと山小学校 

4 日(水) マラソン大会 

       予備日：５日(木) 

14 日(土) 京丹後市小学生駅伝競走大会 

24 日(火) 6 年中学校部活動 

26 日(木) ふれあい交流会 

27 日(金) ５年能楽体験 

かぶと山こども園 

10 日(火) 4.5 歳児芋ほり 

12 日(木) 秋の遠足(2.3.4.5 歳児) 

15 日(日) ”まるかじり祭り”に参加 

19 日(木) 誕生会 

26 日(木) 誕生会 

28 日(土) 保護者会親子行事 

＊ ４日(水)・５日(木)  

久美浜中学校職場体験 
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４
、
そ
の
他 

 

・
府
道
野
中
小
天
橋
停
車
場
線
果
樹
セ

ン
タ
ー
付
近
の
法
面
の
雑
木
の
伐

採
（
田
村
地
区
） 

回
答
（
概
要
） 

＊
１
及
び
２
の
府
道
関
係
に
つ
い
て
は
、

特
に
道
路
の
拡
幅
は
用
地
取
得
を
伴
う

の
で
予
算
面
で
厳
し
い
。
Ｌ
字
擁
壁
に
よ

る
拡
幅
も
段
差
（
高
低
差
）
が
あ
る
場
合

は
難
し
い
。
圃
場
整
備
の
関
係
で
農
林
課

と
も
相
談
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
地
元
で

も
合
意
形
成
等
の
事
業
実
施
に
向
け
た

条
件
整
備
に
協
力
し
て
ほ
し
い
。 

＊
２
の
府
道
側
溝
整
備
に
つ
い
て
は
、
側 

溝
蓋
設
置
は
見
通
し
の
悪
い
箇
所
な
ど 

一
部
区
間
で
、
側
溝
清
掃
は
土
砂
の
堆
積 

し
て
い
る
区
間
の
み
実
施
す
る
。 

＊
２
の
府
道
沿
い
の
雑
木
の
伐
採
に
つ

い
て
は
、
車
両
の
通
行
上
支
障
が
あ
る
雑

木
に
つ
い
て
剪
定
す
る
。 

＊
３
の
佐
濃
谷
川
の
河
川
敷
の
浸
食
に

つ
い
て
は
、
今
す
ぐ
復
旧
工
事
が
必
要
な

段
階
ま
で
い
っ
て
い
な
い
と
認
識
し
て

い
る
。 

＊
３
の
佐
濃
谷
川
の
浚
渫
に
つ
い
て
は
、

平
田
区
内
の
浸
水
被
害
と
の
因
果
関
係

が
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ

る
が
、
河
川
敷
の
雑
木
の
伐
採
は
今
後
検

討
す
る
。 

＊
４
の
果
樹
セ
ン
タ
ー
付
近
の
雑
木
の

伐
採
に
つ
い
て
は
、
毎
年
の
府
道
沿
い
の

草
刈
り
と
同
時
実
施
は
で
き
な
い
の
で
、

府
民
協
働
型
イ
ン
フ
ラ
保
全
事
業
で
申

請
し
て
ほ
し
い
。 

毎
年
多
く
の
要
望
が
府
民
協
働
型
イ

ン
フ
ラ
保
全
事
業
等
で
京
都
府
に
上
が

８
月
２４
日(

木)

、
丹
後
土
木
事
務
所(

宮

津)

へ
陳
情
に
行
き
、
午
後
２
時
よ
り
約
１
時

間
余
り
要
望
及
び
懇
談
を
行
い
ま
し
た
。 

参
加
者
は
岡
会
長
・
池
田
副
会
長
・
長
砂

事
務
局
長
、
和
田
市
議
・
森
口
府
議
、
市
民

局
よ
り
野
村
局
長
・
小
森
さ
ん
、
京
丹
後
市

建
設
部
長
・
建
設
部
管
理
課
室
長
の
９
名
で

す
。 土

木
事
務
所
側
は
、
市
原
所
長
以
下
担
当

課
の
方
々
に
対
応
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

要
望
内
容
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
要
望
書

を
提
出
し
て
い
た
の
で
、
当
日
も
要
望
書
に

沿
っ
て
説
明
を
行
い
、
意
見
交
換
し
、
回
答

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
和
田
市
議
・
森
口
府

議
か
ら
も
要
望
の
早
期
実
現
に
向
け
た
助
言

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
要
望
内
容
及
び

回
答
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。 

要
望
内
容 

１
、
府
道
野
中
小
天
橋
停
車
場
線
の
改
良
・

整
備 

・
三
分
区
～
関
区
ま
で
の
道
路
拡
幅
改
良 

（
田
村
地
区
） 

・
三
分
区
内
倉
庫
下
～
府
道
三
叉
路
ま
で

の
道
路
拡
幅
改
良
（
三
分
区
） 

２
、
府
道
岡
田
浦
明
線
の
改
良
・
整
備 

・
関
交
差
点
か
ら
日
光
寺
橋
付
近
ま
で
の

道
路
拡
幅
（
関
区
） 

・
三
原
区
内
か
ら
関
区
境
（
滝
谷
）
ま
で

側
溝
整
備
（
三
原
区
） 

・
関
区
東
端
か
ら
三
原
区
東
端
（
府
道
沿

い
）
ま
で
の
雑
木
の
伐
採
（
三
原
区
） 

３
、
佐
濃
谷
川
（
２
級
河
川
）
の
復
旧
整
備 

・
佐
濃
谷
川 

河
川
敷
の
浸
食
部
の
復
旧

（
日
光
寺
橋
～
三
分
区
）（
田
村
地
区
） 

・
佐
濃
谷
川
の
浚
渫
（
久
美
浜
温
泉
～ 

鹿
野
）（
田
村
地
区) 

 

丹
後
土
木
事
務
所(

宮
津)

へ
陳
情
に
行
き
ま
し
た
。 
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